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廣野 正法，山本 巧，松本 和久
林 雅道，古作 望
（古作クリニック 泌尿器科）
長谷川 昭 （同 循環器科）

















中山 紘史，加藤 春雄，周東 孝浩
森川 泰如，古谷 洋介，岡本 亘平
野村 昌史，小池 秀和，松井 博








月 22日造影 CT施行し後腹膜腫瘍と判断され, 7月 28
日当科紹介となった.CT・MRIは尿管腫瘍疑い,また傍
大動脈リンパ節腫大を認めた.右尿管癌 T3N1M0の診断
で, neoadjuvant化学療法として GC療法, MVAC療法








大山 裕亮，富澤 秀人，大竹 伸明
関原 哲夫 （日高病院 泌尿器科）
症例 1は 61歳女性. 腎盂腎炎を繰り返し膀胱結石
(6×5cm)を認め当科紹介.膀胱切石術を試みたが膀胱周
囲の癒着が強く手術困難.経尿道的手術に移行し二期的














中嶋 仁，狩野 臨，曲 友弘
小倉 治之，黒澤 功 （黒沢病院）
40歳男性. 平成 22年 4月に人間ドックにて尿潜血


















2007年 10月から 2010年 12月までの 3年間に, 23例
の血液透析患者に長期型バスキュラーカテーテル (ソフ
トセル)を留置した.患者の挿入時年齢は平均 69.3歳,男




た理由はブラッドアクセス作成困難 21例, 穿刺困難 1
例,末梢動脈の循環障害 1例であった.カテーテル開存






柏木 文蔵，藤塚 雄司，斉藤 佳隆
内田 達也，竹澤 豊，小林 幹男
（伊勢崎市民病院）
【目 的】 2009年 10月以降,当科で施行した上部尿路
結石に対する TULの臨床的特徴について検討した.
【対 象】 2009年 10月から 2010年 12月までに TUL
を施行した 44症例.【結 果】 男性 ;23症例, 女性 ;
21症例,平均年齢 ;59.5歳.結石部位 ;R2;4例,R3;3
例,U1;17例,U2;9例,U3;11例.平均結石長径 ;R2;







大木 一成，鈴木 光一，久保田 裕
松尾 康滋 （前橋赤十字病院）
当院では,手術侵襲の軽減をはかる一貫として,より
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